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２．事業の概要と成果 
（１）上位目標 本事業は、ゴクウェ・ノース地区のより多くの住民が安全な水及び

衛生環境で生活できるようになることを目的とする。 
（２）事業内容 
 

（ア）安全な水へのアクセスの向上 
A. 学校における貯水タンク及び校舎の建設 
校舎建設（対象学校数：3 校、合計数：6 校舎） 

3 つの小学校（ネバナ小学校、ガンガンガ小学校、ニューマイン

小学校）で、2 つのうちの 1 つ目の校舎の建設を行なっている。5
月の末に、ゴクウェ・ノース地区行政の協力を得て建設作業員及び

各校の学校開発委員会（School Development Committee）に対す

る研修を行ない、6 月初旬に着工した。7 月の末時点で、全工程の

半分まで終了した。当初の計画よりも  2 週間ほど遅れえてはいる

が、ほぼ計画どおりに進んでいる。 
遅れた原因としては、7 月 31 日に大統領選挙及び中央／地方議会

議員選挙が行なわれ、その前後の期間の工事が計画通りに進まなか

ったことが挙げられる。選挙前の約 3 週間は住民の動員が難しくな

り、さらに、選挙の前 2 週間及びその後の数日間は、スタッフの安

全を守るためにゴクウェ・ノース地区に駐在しているスタッフを首

都ハラレに退避させた。結果、その間工事を予定通りに進めること

ができず、多少の遅れが出てしまった。しかし、現在、工事はすで

に再開され順調に進んでいる。各校の 1 つ目の校舎は 8 月の末には

完成する予定である。 
 なお、ゴクウェ・ノース地区行政の建設部門の担当者も定期的に

建設現場を訪れているが、工事の進捗、そしてその質に満足してい

る。引き続き、現地行政と緊密に連携をしながら工事を進めていく。 
 
B. コミュニティにおける浅井戸の設置及び修繕 
設置：15 基、修繕：6 基 
コミュニティ（8 区、9 区、33 区）にて、21 基の浅井戸の設置／修

繕の対象地をゴクウェ・ノース地区の行政とともに再度モニタリン

グし、協議を行なった。また、対象地の区議員（Councilor）や村長

(Village Head)などと今後の作業の進め方などについて話し合いを

持った。こちらに関しては、7 月の末時点でほぼ計画通りに進んで

いる。 
 
（イ）衛生環境の改善 

C. 参加型保健及び衛生に関する教育、及びその既習者コースの実

施 

 計画通り 8 月中旬から準備を始め、9 月下旬までには住民へのトレ

ーングを始める予定である。 
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（３）達成された効果 
   
 

（ア）安全な水へのアクセスの向上 
A. 学校における貯水タンク及び校舎の建設 
校舎建設（対象学校数：3 校、合計数：6 校舎） 
6 校舎のうち 3 校舎の建設工事が、全建設工程の半分まで終了した。 
 
B. コミュニティにおける浅井戸の設置及び修繕 
設置：15 基、修繕：6 基 
21 の対象地を再度モニタリングし、ゴクウェ・ノース地区の行政や

区議員、村長らなどと今後の作業の進め方について協議を行なった。 
 
（イ）衛生環境の改善 

C. 参加型保健及び衛生に関する教育、及びその既習者コースの実

施 
計画通り 8 月中旬から準備を始める。 

（４）今後の見通し （ア）安全な水へのアクセスの向上 
A. 学校における貯水タンク及び校舎の建設 
校舎建設（対象学校数：3 校、合計数：6 校舎） 
 前述の通り、建設工事に 2 週間ほどの遅れが出ている。遅れの原

因は、上記で報告したように投票日の前後の期間に工事を計画通り

に進めることができなかったためである。 
 工事の遅れを取り戻すため、2 校舎目の工事を 8 月中旬から開始

する予定であったが、すでに 2 つ目の校舎の建設に使われるレンガ

の製造を始めている。11 月中旬までに全校舎の完成を目指してい

る。 
 
B. コミュニティにおける浅井戸の設置及び修繕 
設置：15 基、修繕：6 基 
 8 月中旬には、浅井戸の設置及び修繕にあたる作業員への研修を

行ない、8 月下旬に作業を始める予定である。 
 
（イ）衛生環境の改善 

C. 参加型保健及び衛生に関する教育、及びその既習者コースの実

施 
 8 月下旬までに、研修を担当してもらう水・衛生分野の専門機関

と研修内容の最終調整を行なう。また同時期までに、現地行政やコ

ミュニティと協力して、研修参加者を確定する。9 月下旬までには

研修を実施し、その後研修を受けたトレーナーがコミュニティや学

校にて住民や生徒に研修を行なう。 


